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オープンした富士川病院
 ５階病棟から見える
             神明の花火

平成 27年７月発行　No.5

富士川病院　５階内科病棟オープン
　今年４月から富士川病院５階病棟がオープンしました。雰囲気も明るく、活気のある病棟で
す。医師を中心に多職種の医療スタッフが協力し、皆様の医療ニーズに的確に対応する体制作
りを目指しています。
　主に内科の患者様の病棟となっており、消化器の医師が常勤で勤務しているので、内視鏡を
使った検査や手術が多く、必要に応じて外科の医師と連携を取りながら日々治療にあたってい
ます。
　看護の面ではご高齢の患者様が多いので、よりきめ細かなケアに心がけています。特に寝た
きりの方は褥瘡（床ずれ）や肺血栓（エコノミー症候群）ができないように細心の注意を払っ
ています。
　退院時には、ご自宅に復帰できるように、地域連携室とも協力・連携しています。

祝祝



医 療 人　シリーズ

　住民の皆様に各施設を身近に感じていただきたく、現場で働
く職員をシリーズで紹介していきます。
　第１回目は、富士川病院 整形外科 渡邉義孝主任医長です。
経歴、症例等をインタビューしました。
　インタビュアーは、地域連携室　柳本亜弥さんです。 
 

① 整形外科　渡 邉 義 孝 主任医長

これまでの経歴を教えてください。

２０ 0１年に山梨医科大学（現山梨大医学部）
を卒業し、山梨大付属病院、国立甲府病院等へ
の勤務を経て今年４月から富士川病院に勤務し
ています。

症例を教えてください。

新聞にも出ていた（５月２１日の山梨日日新聞
で紹介されました）※< 欄外参照 > 骨切り手術
（ＨＴＯ）という膝の手術法です。県内では、ほ
とんど行われていませんがこれから多くのドク
ターに指導しながら広めていきたいと思ってい
ます。術後のリハビリも３週間くらいで済み、
症状にもよりますが変形性膝関節症治療の選択
肢の一つだと思います。年間１５、６件の手術
を行っており、全国的にみても多い件数だと思
います。

休日の過ごし方は？

９才、８才、５才、２才の４人の子どもと追い
かけっこや、だっこをしながら世話をしていま
す。

自転車レースに出場されたそうですね。

Ｍｔ．富士ヒルクライムの山岳スプリットで２
位になりました。１位を取らなければだめだと
思います。

身体障害者と共にオーストラリア大陸を自転車
で横断する企画にサポートドクターとして参加
しトータル１３００㎞乗ったこともあります。
体に障害をもつ３人のメンバーと共に西のパー
スから東のシドニーまで５０００㎞を２ヶ月間
かけて自転車のみで走破する企画でした。障害
があっても残された身体機能を鍛え不屈のファ
イトをみせたメンバーに私も触発されました。

普段から鍛えていらっしゃるんですか。

昔は、鍛えていました。高校時代はボート部で
全国１位になりました。身体は小さいですが力
はあります。

何事に対しても突き詰めるタイプなんですね。

筋肉バカなのかも知れません（笑）大学に進ん
でからもボートをつづけ、アイスホッケーもやっ
ていました。今でも月１回試合をしています。
 
目標にしている医療は？

我々の仕事は結果が全てだと思います。
予想された範囲で予想された治療で退院されて
いくことがベストだと思います。計画どおりに
治っていただくことに達成感を感じます。
自分の行った医療行為により患者さんがハッ
ピーになっていただくことが確実に出来るよう
になればと思っています。

受診される患者さんに希望されることがありますか。 

痛みを我慢して農作業や生活されている方々が
いらっしゃると思います。痛みがひどくならな
いうちに受診していただき適切な治療を受けて
いただくことが機能の維持に繋がるので我慢し
すぎないようにしてください。
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※骨切り手術（ＨＴＯ）とは
　　膝下にある脛の骨の一部を切り、硬い人工骨をくさびの
　ように挿入してＯ脚をＸ脚矯正して痛みを軽くします。
　　軽～中程度の患者に適応があり、症状の改善に有効な手
　術です。



りんご病と手足口病について りんご病と手足口病について 

血糖値　正常でも糖尿病の危険？ 血糖値　正常でも糖尿病の危険？ 

　りんご病はヒトパルボウイルスＢ１９の感染に
よって起こります。１０～２０日の潜伏期間の後、
発症します。感染経路は飛沫感
染ですが、発疹が出現する
１週間程度前までにウイルス
が排泄されるので、患者隔離
は感染予防にはなりませ
ん。
　幼児～小学校低学年に多い
疾患で、両側の頬の紅斑に続
いて上腕伸側、大腿などに
紅斑が出ます。紅斑はレー
ス状や網目模様が特徴です。熱は出
ても微熱程度ですが、まれに関
節炎を起こすことがあります。強い症
状の出る病気ではないので、ふだんどおりの生活で
まず問題ありません。
　ただし、Ｂ１９感染症で注意すべきものの一つと
して妊婦感染による胎児の異常（胎児水腫）および
流産があります。

　手足口病は、口腔粘膜及び手や足などの水泡性
発疹を主症状とした急性ウイルス感染症で幼児を中
心に夏季に流行が見られます。コクサッキー、エン
テロウイルスなどが原因で潜伏期は、おおよそ２～
７日です。一般的には軽くすむこが多い病気ですが、
急性髄膜炎の合併が時に見られ、稀に急性脳炎を生
ずることもあります。ウイルスは便中に排泄され、
主な感染経路は接触感染です。感染予防には手洗い
の励行、汚染した衣服の消毒などが有効ですが、主
要症状が消失した後も、非常に長
期間ウイルスが排出されるの
で、患者隔離は感染
予防効果が殆どあ
りません。発熱や
食べられないなどの
症状がある場合に休ま
せるという対処で良い
です。

　糖尿病患者のほとんどは、血縁者に糖尿病や脳梗塞などの遺伝
がある２型糖尿病です。とくに生活が不規則になりがちな方や肥
満の方は、健康診断などで定期的に血糖値をチェックしましょう。
　空腹時の血糖値が 110 ～ 125mg/dL の方は「境界型」と呼ばれ、
糖尿病の予備群であり、数年以内に糖尿病を発症する確率が高い
ことが分かっています。
　気をつけていただきたいのは、空腹時の血糖値が 70 ～
109mg/dL は基準範囲ですが、その範囲内でも高め（100 ～
109mg/dL）の方は「正常高値」と呼ばれ、将来糖尿病になる可能
性があります。「境界型」や「正常高値」の方は、糖尿病を発症し
ないように食事や運動など、生活習慣を見直しましょう。 この段
階で生活習慣を見直すことで、糖尿病を予防することができます。
　是非、健康診断の結果を確認してみてください。

■糖尿病教室の開催
　　日時　平成27年7月9日（木）、8月20日（木）、９月10日（木）
　　　　　午後３：００から
　　場所　富士川病院　２階大会議室
　　　　　　どなたでも、参加いただけます。参加料は無料です。

空腹時血糖値　mg/dl
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「相談室」から医療費のお話＜その４＞ 「相談室」から医療費のお話＜その４＞ 

「一部負担金」と「自己負担額」の違い
　医療機関の窓口で支払う「一部負担金」という言
葉は、被保険者本人についてのみ使用されます。そ
れは前号で紹介したように医療は「現物給付」を前
提にしています。本来なら「被保険者」が「保険者」
に支払うべきところですが、給付率（医療機関に支
払う診療報酬の割合）を調整する意味を持っている
ため、医療機関が保険者に代わって受領している形
です。それは診療の対価として受領している訳では
ありませんから「一部負担金」という呼称になりま
す。
　一方、「被扶養者」の負担は「自己負担額」と呼
ばれています。それは「被扶養者」の療養は「家族

療養費」という「現金給付」の扱いになるからです。
実際は「現金」の給付ではなく保険給付と同じ扱い
です。ですが、考え方としては「現金給付」のため「自
己負担額」という言葉になります。
　このように医療保険制度は「現物給付」と「現金
給付」という考え方に区分けされております。この
給付の考え方・在り方は医療制度そのものの性格に
大きく影響します。特に国民医療費が大きくなり、
国の財源が厳しくなっている今日では医療における
給付内容と国民負担との割合は、政治的、政策的課
題としても大きな争点です。あるべき医療の姿を一
人一人が考え、発信する時代とも言えます。
　　　　　　　　　　　　　　<次号に続く>

　富士川病院３階病棟の一角に図書コーナー
「ひだまり文庫」を設けました。患者様はもと
より、どなたでもご利用いただけます。
　ここに置かれている本は、富士川町及び有
志の方々から寄贈していただきました。子ど
もから大人まで楽しんでいただける本を揃え
ています。
　３階からの景色を眺めながらの読書はいか

がでしょうか。 
　貸し出し、持ち出しは自由ですのでお気軽
にご利用ください。また、本を寄贈していた
だける方がいらっしゃいました
ら、峡南医療センター企業団
までご連絡ください。 

「ひだまり文庫」を、ご利用ください「ひだまり文庫」を、ご利用ください

　峡南医療センターだよりをご覧いただき、ありがとうございました。
　「病院が好き」という方は、なかなかいらっしゃらないと思います。今回の渡邉医師へのイン
タビュー、施設の紹介等により少しでも病院を身近に感じていただければ幸いです。内容に関し
ての感想や要望等、経営管理局までご一報ください。
　これからも住民の皆様が病院を身近に感じていただける記事を掲載してまいります。
　　「感染症対策」「糖尿病対策」を参考にしていただき、暑い夏を健康にお過ごしください。
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